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同
日
、
姫
神
／
星
吉
紀
氏
を
お
招
き
し

て
ご
講
演
（
演
題 

「
ま
ほ
ら
の
歌
」
と

姫
神
／
星
吉
昭
）
を
頂
き
ま
し
た
。
「
ま

ほ
ら
の
歌
」
は
本
校
の
校
歌
で
あ
り
、
そ

の
作
詞
・
作
曲
は
吉
紀
氏
の
父
・
先
代 

姫
神
／
星
吉
昭
氏
で
す
。
講
演
で
は
、
姫

神
／
星
吉
昭
氏
と
校
歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
曲
制
作
等
、
多
方
面
で
活
動
し

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て 

い
る
姫
神
／
星
吉
紀
氏 

の
活
動
に
つ
い
て
の
お 

話
も
頂
き
ま
し
た
。 
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創
立
か
ら
「
敬
愛
」
「
創
造
」
「
至
誠
」
を
校
訓

と
し
、
命
あ
る
も
の
を
尊
び
、
豊
か
な
人
間
性
と
進

取
の
精
神
を
養
い
、
夢
の
あ
る
未
来
社
会
を
目
指
し

創
造
的
に
自
己
練
磨
に
励
み
、
心
身
と
も
に
健
全
な

人
間
育
成
の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
に
愛
さ
れ

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
卒
業
生
は
四
千
名
余
り
と
な
り
、

生
徒
た
ち
は
自
己
実
現
を
目
指
し
て
高
い
志
を
抱
き

学
業
と
部
活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
部
活
動
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
陸
上

部
や
卓
球
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
東
北
大
会
に
出

場
、
文
化
部
で
は
写
真
部
が
全
国
大
会
で
入
賞
、
福

祉
教
養
系
列
で
は
全
国
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
す
る
な
ど
実
績
も
備
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
、
各
系
列
の
特
性
を
生
か
し
、
福
祉
教
養
系
列
で

は
若
柳
福
祉
の
つ
ど
い
に
積
極
的
に
参
加
、
情
報
科

学
系
列
で
は
生
徒
に
よ
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い

て
小
・
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
系
列
で
は
栗
原
市
移
住
戦
略
室
の
施
設
施
工
協

力
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
で
は
公
共
施
設
に
プ
ラ

ン
タ
ー
等
の
植
栽
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組

み
も
積
極
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
さ
ら
に
地
域
と
連
携
し
、
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校

単
位
制
総
合
学
科
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
、
将
来
の

職
業
選
択
を
視
野
に
入
れ
た
、
個
々
の
主
体
的
な
学

習
活
動
、
興
味
・
関
心
を
高
め
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
や
課
題
解
決
の
喜
び
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
さ
ら
に
飛
躍
・
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
学
校
長
式
辞
よ
り
） 

１０月８日 創立２０周年記念式典 挙行 
新型コロナウイルス感染症の影響により、一年延期での開催となりました。 
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１日(水) 小論文模試①（２年次） 

４日(土) 介護福祉士模試 

１１日(土) 修学旅行（～１３日） 

１９日(日) 全商英語検定 

２３日(木) 全校集会・大掃除 

２４日(金) 冬季休業（～１月７日） 

   

十
月
十
五
日
（
金
）
、
地
域

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
若
柳

小
学
校
一
年
生
（
六
十
五
名
）

と
本
校
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
系
列

生
徒
（
二
・
三
年
次
生
二
十
五

名
）
が
農
業
体
験
（
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
）
を
行
い
ま
し
た
。  

第２１回 迫桜祭 
ＳＰＡＲＫ １０月２１日・２２日 

今
年
度
の
迫
桜
祭
は
、
二
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。 

ク
ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
各
ク
ラ
ス
十
分
間
の
持
ち
時
間

を
使
っ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ス
テ
ー
ジ
上
で
発
表
す
る
も
の
で

す
。
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
年
次
間
の
交
流
が
思
う
よ
う
に
で
き

て
い
な
い
」
と
い
う
実
行
委
員
会
の
意
見
か
ら
、
今
回
は
テ
ー

マ
を
組
毎
に
年
次
共
通
と
す
る
縦
割
り
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
縦
割
り
テ
ー
マ
の
設
定
は
開
校
以
来
初
で
あ
り
、
一
組

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
」
、
二
組
「
卍
會
」
、
三
組
「
仲
間
と
青

春
」
、
四
組
「
○
○
シ
ョ
ー
」
、
五
組
「
ジ
ブ
リ
」 

の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
ダ
ン
ス
や
劇
な
ど
、

ク
ラ
ス
毎
に
特
色
が
あ
る
発
表
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
有
志
団
体
や
文
化
部
、
各
種
委
員
会
、
各
系
列
も
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
等
を
行
い
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
後
夜
祭
の
一
部
と
二
部
の
間
に
は
、
創
立
二

十
周
年
記
念
企
画
の
一
環
と
し
て
、
全
校
生
徒
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
ま
り
一
斉
に
風
船
を
空
高
く
飛
ば
す
“
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
”
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
長
の
佐
野
渚
さ
ん
（
南
方
中
出
身
）
は
、
「
来
年

度
は
私
た
ち
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
閉
祭
式
の
挨
拶
で
話

し
て
い
ま
し
た
。 

十
月
十
三
日
（
水
）
、
芸
術

鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
影
向
舎
に
よ
る
古
典
芸

能
：
学
校
寄
席
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。 

 

 

日時：１１月２７日（土） 場所：本校農場 

◇シクラメン 六号 １，５００円 

   五号 １，０００円 

◇葉ボタン  １００円 ◇キャベツ  １００円 

◇白菜    ２００円 ◇大根    １００円 

◇ネギ土付き（５キロ）５００円


